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。前号の訂正 117ぺージ参与の辞任は，大沢融を大品ii弘に， l昆林事務次官を経済企他i事務次官に訂正する。

φ昭和38年度現地調査本年度の現地調査は，本誌9月号および11月号・c:既報のほか，下記のとおり実施するニとにな

った。

的問国名 L~－－－－－~ J＿~ー·－－－~竺＿ I・－－~祝日的」位笠ゴ
! j 1 「工業化における企謀者用｜

イ ン ド｜山口博 －！ 当研究所調査研究部 ｜の形成と役割｜に関する現｜未 定
I I I 地調査 ！ 

日~－i三－~~－日－－~.. ［・一一一一一一一一一ー一一一一一一－・一一「JI語粟に蘭子言下デー－，.－f.i.街 1
ア，インドネシア，フィ｜三沢批郎・東京教育大学教段 1の長WI民出計酒Jのための j沖ミ ~ 
Lt::~ ...持込一金一向一一」一一一一一一一上一 一一一一一u些週査一一一 j 

どおと：＝－~~＋t·どと：~.L竺竺~－竺竺工j__ ~！匁品主~：：； Iこと．？パキスタン，インド＇ -t’t l i 

イ ン ド！中川淵一｜撞c~入銀行総務部 i L五；銭高自信？給与 1未 定
一一」亙二主一Ji「苛－1一元．産築〆碕荷万て：｜る項j也閥賓．一．】一一一」

1 ~[: ・_{fス夕ン，セ｜阿部京光｜高資省調査局調宜課専 id長了t：白キ雪妥：品整育｜米 定
⑮海外派遭員の出発および帰国 出発－ll{{,f1J38年度海外派:ill·民として，下記 3名が任地にf1•Jけ出発した。

氏 名｜ふーん 課 山［派泣 j色iI.LI 発口［派泣期間
藤森英男｜問要産業J発燥の経営経済的蝋 jマ ニ ラ｜ 11月9日 r 2 年

｜ カンボ3ア社会・経済の近代化とその賭｜プノンベ／ I I 
向楠 保｜鮒2 I I 11月25円！ 2 年

吉 m~·~，－；同アフリカ雌物販売酬と経新発展 （カンパラ「 12)1 6日 r·－~年
帰国一一l府和36年度海外派i立員のうち，伊藤正二は任務を終了し師同した。

氏名 J 研 究 課 地 l派泣地 i帰国日
伊藤 11: ニiState Enterprises ケ竺竺一一一一 一一.._ _J γ ドラスい 1月30日

φ出版案内（11月16日～12月15日発行のもの〉

同村富m制『タイの公企業』（淵五研究報告活足立Ht-17 
裂の，問°？＇己三郎栴「マラヤ・シンガポー Jレの人口椴造』〈ア

ジア経演研究シリーズ第49柴〉，喜多村浩網Tタイの経済

｜摘発』（同シリーズ第s1~), rぺルー経済社会開発計百
1962～1971」〈研究参考資料第54集〉，『安田人民公社史』

124 

（同資料第551'』），有馬駿三縞i『東南ア少ア諸国の物量バ
ランス研究』〈河資料搭56集〉，大｝it悦虫II嗣『中近東の統
計事情』 Cl司資料~J57集〉，四向1111百ほか『ラテン・アメ

リカの経済』（文献解題シリーズ第5集〉，クロノロヨ－

rマレーシア』（『アジアの動向J別Jiff,1963均毛8, 9月
号），同『アジアの動向.I](1963年10月号）


